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画
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⑴ 女性の活躍推進

⑵ 職場と家庭における

男女共同参画

① 生活と仕事を両立できる環境づくり

② 家庭における男女共同参画

２
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め
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う

「
個
性
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち
」

⑴ 人権の尊重
① 一人ひとりを大切にする意識づくり

② 多様な性の尊重

⑵ ＤＶの防止と支援体制の整備

【八千代市ＤＶ防止基本計画】

① ＤＶを無くすための取組強化

② 相談支援体制の整備

３

自
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ら
し
く
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き
る

「男
女
共
同
参
画
の
推
進
」

⑴ 性別に基づく固定化した

役割の解消

⑶ 次世代に向けた意識づくり

⑵ 多様な視点を生かした防災対応

① 固定的な役割分担意識の解消

② 意識調査の実施

① 地域の防災活動への女性の参画の促進

② さまざまな視点を取り入れた防災対応

① 教育におけるジェンダー平等の推進

４

み
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な
で
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す
る

「連
携
し
た
推
進
体
制
」

⑴ 連携体制の構築

① 庁内組織の活用

② 国・県・近隣自治体との連携

③ 市民や関係機関との連携

⑵ 進行管理の充実 ① 計画推進のための進行管理

① 政策・方針決定過程への女性の参画

② 働く場における女性活躍の推進

③ 女性の自立と自己決定能力の向上

第２次やちよ
男女共同参画プラン

概要版

［ 目標 ］ ［ 課題 ］ ［ 施策 ］

八千代市「やっち」

令和３（2021）年度

～６（2024）年度



本市では，平成23（2011）年度から令和２（2020）年度までを計画期間とする「やちよ男女共同

参画プラン」（以下「第１次プラン」という。）に基づき，「認め合い 支えあい いきいきと暮らすため

に」の理念のもと，男女共同参画社会の実現に向けた施策を推進してきました。

この間，平成28（2016）年に「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」（以下「女性活

躍推進法」という。），平成30（2018）年に「政治分野における男女共同参画の推進に関する法律」，

平成31（2019）年には「働き方改革関連法」が施行され，法整備が進められました。

しかしながら，未だに女性が自らの意思で社会のあらゆる分野において活動できる環境とはいえ

ず，男性の家事・育児分野への参画も定着していないことなど，誰もが個性と能力を十分に発揮で

きる社会を構築するには多くの課題があります。

男女平等を示す世界経済フォーラムの「ジェンダー・ギャップ指数」を見ると，令和元（2019）年

12月に発表された「ジェンダー・ギャップ指数2020」で日本は121位と過去最低を更新しており，

依然として先進国の中で最低レベルという状況が続いています。

国連が平成27（2015）年に採択した「持続可能な開発目標」（ＳＤＧｓ，エスディージーズ）では，

17ある目標の中に「ジェンダー平等」が掲げられ，重要な課題の一つとされています。今後は，今ま

で以上にスピード感を持って，取組の推進を図らなければなりません。

男女共同参画社会の実現に向け，第１次プランの成果と課題，国内外の動向を踏まえ，国の「第５

次男女共同参画基本計画」及び「第５次千葉県男女共同参画基本計画」を考慮し，八千代市第５次総

合計画との整合を図り，「第２次やちよ男女共同参画プラン」を策定します。

１ プランの位置付け

本プランは，「男女共同参画社会基本法」（以下「基本法」という。）第14条第３項に定める「市町村

男女共同参画計画」です。

また，本プランの目標１を，「女性活躍推進法」第６条第２項に定める「市町村推進計画」として，さ

らに，目標２課題２を「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律」第２条の３第３

項に定める「市町村基本計画」として位置付けます。

本プランは，「八千代市第５次基本構想」及び「八千代市第５次総合計画前期基本計画」，ほか関連

計画との整合を図り，国の「第５次男女共同参画基本計画」並びに県の「第５次千葉県男女共同参画

計画」を考慮した上で策定した計画です。

２ プランの期間

令和３（2021）年度から令和６（2024）年度まで

３ プランの基本理念

基本法は，「男女の人権の尊重」，「社会における制度又は慣行についての配慮」，「政策等の立案

及び決定への共同参画」，「家庭生活における活動と他の活動の両立」，「国際的協調」を基本理念と

して掲げています。

本プランでは，基本法の理念のもと，「誰もが活躍でき，尊重されるまち“やちよ”」を目指します。

プラン策定の背景

男女共同参画社会とは

ＳＤＧｓロゴ（日本語訳）

プランの概要

男女が，社会の対等な構成員として，自らの意思によって社会の

あらゆる分野における活動に参画する機会が確保され，もって

男女が均等に政治的，経済的，社会的及び文化的利益を享受す

ることができ，かつ，共に責任を担うべき社会です。

（男女共同参画社会基本法 第２条）

下のコードから、

計画全体を読む

ことができます

▲八千代市男女共同参画
センターのページへ


